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11月3日：市制施行30周年記念式典を挙行

　晴天に恵れた去る／／月3日．　「十日町市市制施行30周年

記念式典」がクロス／0大ホールで盛大に行われました。

　700人が出席した式典では．30周年を節目として．さらな

る発展を誓い合い．市政特別功労者を表彰。第2部の市民

のつどいでは、北越保育園鼓笛隊．十日町小学校合唱部＼

吉田小学校あすなろ太鼓クラブの皆さんが成果を発表し．

さかんな拍手を受けていました。また，クロス／0内では＼

琴の演奏・抹茶サービス＼小中学生絵画展￥アマチュア無

線公開運用．菊花・焼物展などが多彩に行われ．式典をも

りあげました。
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のべ10万人…大成功に終わる

●o

　
十
月
二
十
五
・
六
日
の
二
日
間
に

開
催
さ
れ
た
「
全
国
雪
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
は
、
北
は
北
海
道
、
南
は
島
根

県
ま
で
の
自
治
体
担
当
者
、
各
研
究

機
関
、
一
般
住
民
な
ど
約
千
百
人
が

参
加
し
、
あ
ら
ゆ
る
雪
の
問
題
、
課

題
に
つ
い
て
熱
心
な
研
究
、
討
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
ク
ロ
ス
ー
0

大
ホ
ー
ル
は
満
席
で
、
一
部
は
有
線

テ
レ
ビ
で
の
研
修
者
も
い
た
ほ
ど
。

　
ま
た
稲
村
前
国
土
庁
長
官
も
来
市

さ
れ
、
シ
ン
ポ
の
内
容
も
、
な
お
一
層

盛
り
あ
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
二
十
五
日
午
後
一
時
か
ら
始
ま
っ

た
開
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
、
金
子
県
副
知
事
が
「
近
年
の
経

済
社
会
の
変
ぼ
う
は
、
雪
国
そ
の
も

の
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
　
”
雪
”
を

ク
ロ
！
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
現
状
で
、
今
後
の
雪
国
の
あ
り

方
を
考
え
る
た
め
の
一
つ
の
試
み
と

し
て
開
催
す
る
も
の
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
稲
村
国
土
庁
長
官
は
「
雪

国
の
発
展
を
図
る
う
え
で
多
く
の
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
全
国
総
合
開

発
計
画
を
策
定
し
て
い
る
国
土
庁
は
、

現
在
策
定
中
の
第
四
次
計
画
に
は
積

極
的
に
地
方
の
声
を
反
映
し
て
い
き

　
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
の
重
点
事
業
と
し
て
十
月
二
十
四
日
か

ら
二
十
八
日
ま
で
の
五
日
問
行
わ
れ
た
「
全
国
雪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

「
克
雪
利
雪
技
術
全
国
博
覧
会
」
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
全
国
各
地

か
ら
、
の
べ
十
万
人
の
人
々
が
来
場
、
大
成
功
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
全
国
で
も
初
め
て
の
試
み
と
い
わ
れ
た
雪
に
関
す
る
大
展
示

を
は
じ
め
、
国
土
庁
長
官
も
来
市
し
た
雪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
市
民
多

く
が
企
画
・
参
加
し
た
克
雪
フ
ェ
ア
…
…
と
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
が
見

事
に
調
和
し
た
文
字
ど
お
り
の
雪
の
総
合
イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ま
す
。

　
克
雪
都
市
　
　
十
日
町
市
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
さ
ら
に
今
後

た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
時

期
に
全
国
で
も
有
数
な
豪
雪
地
帯
の

十
日
町
市
で
雪
シ
ン
ポ
・
博
覧
会
が

開
か
れ
、
二
十
一
世
紀
の
雪
国
の
あ搬

り
方
を
検
討
す
る
こ
と
や
先
進
的
技

術
が
展
示
実
演
さ
れ
る
こ
と
は
意
義

深
い
こ
と
で
、
雪
国
の
定
住
環
境
の

創
造
・
活
性
化
に
多
く
の
示
唆
が
得

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
そ
の
成
果

が
今
後
の
雪
国
発
展
に
広
く
生
か
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
一
と
あ
い
さ

つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
十
六
日
夕
方
ま
で
の
こ
の
シ
、
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
の
主
な
も
の
を
以

下
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
小
出
町
】
下
水

　
　
　
　
　
　
　
溝
の
流
雪
溝
利
用
。

　
　
　
　
　
　
　
水
源
の
確
保
が
大

　
　
　
　
　
　
　
き
い
問
題
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
・
が
、
市
街
地
の
ネ

　
　
　
　
　
　
　
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が

　
　
　
　
　
　
　
有
効
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
【
小
千
谷
市
】
揚

　
　
　
　
　
　
　
水
機
利
用
の
流
雪

　
　
　
　
　
　
　
溝
。
取
水
許
可
手

　
　
　
　
　
　
』
続
き
、
電
気
料
金

　
　
　
　
　
　
　
の
軽
減
等
が
問
題
。

【
富
山
・
城
端
町
】
町
民
主
体
の
除

排
雪
推
進
協
を
設
置
。
農
業
用
た
め

池
を
改
造
し
て
流
雪
溝
水
源
を
確
保
。

【
山
形
・
米
沢
市
】
砂
防
堰
堤
兼
用

の
多
目
的
ダ
ム
と
流
雪
溝
。
除
雪
に

堆
積
方
式
、
運
搬
方
式
（
流
雪
溝
）

消
融
雪
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

【
山
形
・
小
国
町
】
砂
防
ダ
ム
か
ら

取
水
し
農
業
用
水
路
を
使
っ
て
山
間

地
集
落
の
住
宅
囲
り
の
無
雪
化
。

【
富
山
・
井
波
町
】
多
目
的
ダ
ム
に

六
十
年
代
の
豪
雪
対
策
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
衆
議
院
議
員
佐
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隆
氏

　
本
日
の
雪
シ
ン
ポ
は
、
克
雪
・
利

雪
へ
の
新
し
い
出
発
点
だ
。
豪
雪
は
、

地
震
、
地
す
べ
り
　
水
害
と
同
じ
く

自
然
災
害
な
り
　
予
算
に
盛
ら
れ
て

い
な
い
も
の
で
も
財
政
当
局
に
予
備

費
支
出
さ
せ
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
証

拠
で
あ
る
。

　
税
制
の
改
革
は
な
か
な
か
う
ま
く

は
い
カ
な
い
が
　
国
土
庁
に
小
型
除

よ
る
克
雪
用
水
確
保
。
無
雪
害
ま
ち

づ
く
り
事
業
を
実
施
（
流
雪
溝
と
清

雪
工
）

【
長
岡
市
】
地
下
水
問
・
題
と
雪
対
策
。

消
雪
パ
イ
プ
か
ら
温
水
式
ロ
ー
ド
ヒ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
採
用
…
市
営
駐
車
場
。

【
県
土
木
部
】
山
間
豪
雪
地
帯
の
路

面
流
水
融
雪
方
式
（
津
南
町
）
の
紹

介
と
工
場
温
廃
水
利
用
実
験
（
中
条

町
）
の
結
果
報
告
。

【
富
山
・
朝
日
町
】
地
下
水
有
効
利

用
の
一
手
段
と
し
て
、
工
場
温
排
水

利
用
の
道
路
消
雪
工
計
画
（
直
接
工

場
か
ら
の
取
水
と
、
流
れ
出
た
河
川

水
か
ら
の
間
接
取
水
方
式
）

【
福
井
・
大
野
市
】
流
雪
溝
の
流
速

エ
ネ
ル
ギ
ー
応
用
の
消
融
雪
溝
…
流

雪
溝
の
底
に
鉄
製
の
床
版
を
設
置
。

【
長
野
・
山
ノ
内
町
】
共
同
浴
場
や

旅
館
の
浴
槽
の
廃
温
利
用
（
埋
設
式
）

【
長
岡
雪
害
実
験
研
究
所
】
雪
の
水

力
輸
送
、
地
下
水
循
環
方
式
、
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
採
熱
融
水
な
ど
の
紹
介
。

雪
機
械
に
補
助
制
度
を
つ
く
っ
た
様

に
個
人
災
害
救
済
対
策
と
い
う
概
念

で
位
置
づ
け
ら
れ
て
来
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
雪
対
策
は
、
融
け
る

時
の
エ
ネ
ル
ギ
i
利
用
な
ど
、
科
学

技
術
の
進
歩
と
合
わ
せ
て
考
え
て
ほ

し
い
。
ま
た
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、

雪
崩
予
知
の
問
題
も
重
要
な
も
の
。

雪
処
理
用
水
も
　
タ
テ
割
り
行
政
で

は
ダ
メ
　
そ
の
た
め
の
シ
ン
ポ
で
も

あ
る
。
雪
国
で
な
い
人
の
関
心
も
高

ま
り
　
一
体
と
な
っ
て
克
雪
　
利
雪

の
問
題
が
前
進
す
る
な
ら
ば
　
シ
ン

ポ
の
意
義
も
ま
た
大
き
く
な
る
。
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一
匂

‘

の
雪
国
全
体
の
発
展
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
と
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ピ
ー
ル
宣
言
の
中
に
あ
る
”
克
雪
の
原
点
に
立
ち
返
っ
た
”
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
雪
国
の
あ
す
を
き
り
拓
く
た
め
に
、
　
『
克
雪
』
へ

の
力
強
く
そ
し
て
新
し
い
出
発
点
と
考
え
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
豪
雪
対
策
と

　
　
　
　
　
　
　
克
雪
用
水
確
保

　
　
　
　
　
　
前
国
土
庁
水
資
源
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
和
　
夫
氏

　
タ
テ
割
り
行
政
が
克
雪
対
策
を
遅
ら

せ
て
い
る
。
雪
を
考
え
な
い
水
対
策

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
地
域
で
利

用
で
き
る
水
量
の
把
握
と
克
雪
用
水

と
し
て
の
活
用
方
法
の
研
究
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
月
か
ら
三
月
の
渇
水
期
対
策
が

重
要
で
ダ
ム
や
農
業
用
水
な
ど
コ
ス

　
　
量
『
唖
墜
§
璽
…
■
フ
…

ト
を
考
慮
し
て
総
合
的
な
運
用
を
。

　
ま
た
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
な
ど
と

国
際
的
な
克
雪
技
術
の
交
流
を
。

　
日
本
海
と
雪
は
切
っ
て
も
切
れ
な

い
の
で
日
本
海
の
研
究
を
す
る
機
関

を
作
る
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
雪
に
強
い

　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り
の
将
来
展
望

　
　
　
　
　
　
前
建
設
省
道
路
局

　
　
　
　
　
　
道
路
防
災
対
策
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　
和
　
田
　
　
惇
氏

　
道
路
は
物
を
運
ぶ
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
。
五
六
豪
雪
で
は
四
百
五
十
椋
、

五
九
豪
雪
で
は
二
百
六
十
燐
が
交
通

止
め
と
な
っ
た
だ
け
で
交
通
確
保
技

術
は
向
上
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は

防
雪
パ
ー
ト
H
の
時
代
で
雪
が
気
に

な
ら
な
い
雪
国
づ
く
り
を
目
指
し
て

行
政
、
研
究
者
、
住
民
が
協
力
し
雪

国
改
造
を
。

　
ま
た
雪
が
明
日
ど
の
く
ら
い
降
る

の
か
、
い
つ
頃
雪
お
ろ
し
を
し
た
ら

良
い
の
か
な
ど
情
報
対
策
に
力
を
入

れ
、
雪
国
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
を
作
る

こ
と
が
大
切
．

…
，
2
毒
』
『
≦
辱
薯
【
■
ン
』
羅
薯
重
奪
』
■
ン
…
融

『
豪
雪
対
策
の
事
業
化
を
い
か
に
進
め
る
か
』

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
『
豪

雪
対
策
の
事
業
化
を
い
か
に
進
め
る

か
』
は
、
二
日
目
の
午
後
か
ら
土
屋

雷
蔵
氏
（
北
陸
建
設
弘
済
会
専
務
理

事
）
を
コ
ー
デ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

提
言
者
五
名
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
六

　
此
度
、
雪
対
策
と
取
り
組
ん
で
い
る
全
国
関
係

者
が
十
日
町
市
に
会
し
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、

豪
雪
地
帯
の
展
望
を
切
り
拓
く
足
掛
り
を
固
め
る

た
め
、
克
雪
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
真
剣
な
討
議

を
重
ね
た
。

　
我
々
は
、
先
ず
何
よ
り
も
、
今
日
ま
で
各
地
に

お
い
て
培
い
育
て
て
来
た
住
民
参
加
に
よ
る
除
雪

活
動
を
保
持
・
発
展
さ
せ
る
事
の
重
要
性
を
再
確

認
し
た
。
住
民
と
自
治
体
が
一
体
と
な
り
、
除
雪

作
業
に
お
い
て
も
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
役
割
と
分
担
を
果
た
し
合
う
と
い
う
方
式

こ
そ
、
克
雪
対
策
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
昨
今
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
と
躍

進
は
目
ざ
ま
し
く
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
、
機
能

性
に
富
む
都
市
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
要
請
は
日
を
追
っ

て
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
為
に
は
地
域
ぐ
る

み
除
雪
活
動
の
新
た
な
展
開
を
支
持
す
る
都
市
の

ハ
ー
ド
お
よ
び
ソ
フ
ト
を
整
備
し
て
ゆ
く
こ
と
が

急
務
で
あ
る
。
熱
心
な
討
議
の
結
果
を
踏
ま
え
次

の
諸
事
項
を
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
、
雪
に
対
す
る
、
市
街
地
の
面
的
強
化
を
図
る

　
為
、
面
を
構
成
す
る
幹
線
道
路
に
つ
い
て
、
①
除

　
雪
及
び
堆
雪
余
裕
巾
の
確
保
②
流
雪
溝
、
消

　
雪
パ
イ
プ
な
ど
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
除
排

　
雪
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
抜
本
的
に
見
直
し
、

　
　
そ
れ
ら
の
基
準
及
び
補
助
事
業
の
拡
大
に
つ

　
　
い
て
早
急
に
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

二
、
右
に
加
え
、
住
宅
の
耐
雪
化
、
建
ペ
イ
率
、

　
容
積
率
な
ど
に
係
る
規
制
暖
和
、
雪
捨
場
と

　
し
て
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な
ど
、

　
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
モ
デ
ル
計
画
づ
く
り

　
を
、
豪
雪
地
域
全
域
に
お
い
て
推
進
し
、
国

　
は
、
こ
れ
ら
事
業
手
法
の
組
合
せ
に
よ
っ
て

　
構
成
さ
れ
る
防
雪
街
区
（
仮
称
）
の
制
度
化

　
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

三
、
除
雪
に
お
い
て
、
高
率
化
、
コ
ス
ト
低
減
、

　
省
力
化
を
達
成
す
る
に
は
水
の
活
用
が
ベ
ス

　
ト
で
あ
る
。
国
、
自
治
体
、
利
水
関
係
者
は
、

　
水
の
活
用
に
よ
る
除
雪
工
法
の
安
定
的
駆
使

　
の
た
め
、
冬
期
利
水
に
雪
対
策
用
水
を
明
確

　
　
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
国
は
、

　
流
雪
溝
な
ど
雪
対
策
用
水
に
つ
い
て
、
そ
の

　
揚
水
、
導
水
、
配
水
な
ど
利
水
に
お
け
る
大

　
規
模
な
諸
施
設
に
つ
い
て
も
補
助
制
度
を
創

　
設
す
べ
き
で
あ
り
、
治
山
、
治
水
、
農
業
、

　
電
源
開
発
な
ど
の
各
種
事
業
の
実
施
に
当
た

　
　
っ
て
は
、
雪
対
策
用
水
確
保
事
業
と
の
複
合

　
化
、
一
体
化
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

四
、
豪
雪
地
帯
は
、
産
業
振
興
、
雪
対
策
な
ど
、

　
資
源
と
し
て
の
水
を
最
大
限
に
利
用
す
る
権

　
利
を
自
ら
保
有
す
る
。
従
っ
て
、
水
の
循
環

　
を
通
じ
、
運
命
共
同
体
を
な
し
て
い
る
河
川

　
流
域
内
の
自
治
体
、
関
係
団
体
、
住
民
は
、

　
流
域
の
繁
栄
と
安
定
を
目
指
し
、
水
資
源
の

　
活
用
に
つ
い
て
、
協
議
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
ぎ
、

　
上
下
流
の
一
体
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

五
、
こ
れ
ま
で
、
雪
対
策
の
主
体
は
国
、
自
治
体
、

　
住
民
で
あ
っ
た
が
、
経
済
杜
会
の
変
動
に
対

　
し
、
よ
り
適
切
、
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に
、

　
民
間
資
金
活
力
及
び
民
間
技
術
開
発
力
の
参

　
　
入
に
つ
い
て
積
極
的
に
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

六
、
住
民
参
加
こ
そ
克
雪
の
基
本
で
あ
る
。
従
っ

　
　
て
、
豪
雪
地
帯
に
お
い
て
は
、
地
域
の
特
性

　
　
に
応
じ
て
、
地
域
ぐ
る
み
除
雪
活
動
の
リ
ー

　
　
ダ
ー
の
育
成
並
び
に
活
動
計
画
を
策
定
し
、

　
そ
の
運
用
に
つ
い
て
の
ル
；
ル
づ
く
り
を
早

　
急
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　
国
土
面
積
が
狭
小
に
し
て
、
資
源
に
乏
し
い
我

が
国
が
、
一
層
の
発
展
を
約
束
さ
れ
る
た
め
に
は
、

多
く
の
山
林
と
豊
富
な
水
資
源
を
有
す
る
豪
雪
地

帯
の
役
割
と
置
か
れ
て
い
る
地
位
は
、
今
後
一
層

重
要
性
を
増
す
も
の
と
確
信
す
る
。
雪
国
の
明
日

の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
、
以
上
諸
点
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
、
関
係
各
位
の
深
甚
な
る
御
理
解

と
強
力
な
御
支
援
を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
六
日

豪
雪
地
帯
の
明
日
の
百
年
を
切
り
拓
く

全
国
雪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

　
　
　
会
長
諸
里
正
典

名
で
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
各
氏
の
主
な
発
言
内
容
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

【
提
言
者
】

三
上
惣
平
氏
（
国
土
庁
山
村
豪
雪
地

帯
振
興
課
長
）
地
域
隔
差
が
解
消
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
、
冬
期
道
路
交

通
確
保
、
消
融
雪
施
設
の
問
題
は
重

点
と
い
え
る
も
の
。
流
雪
溝
の
効
果

的
利
用
、
整
備
、
運
用
な
ど
に
つ
い

て
、
住
民
の
役
割
分
担
と
積
極
的
な

参
加
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
。

栗
山
弘
氏
（
科
学
技
術
庁
雪
害
実
験

研
究
所
長
）
簡
単
で
安
い
除
雪
法
は

難
か
し
い
。
水
の
利
用
方
法
を
三
つ

提
言
し
た
い
。
水
不
足
地
域
で
は
循

環
方
法
を
。
消
パ
イ
の
使
用
水
を
流

雪
処
理
用
水
に
。
も
う
ひ
と
つ
は
屋

根
雪
処
理
の
水
と
し
て
利
用
。
流
雪

溝
を
、
中
間
手
段
と
し
た
処
理
法
に
。

依
田
和
夫
氏
（
建
設
省
都
市
局
街
路

課
長
）
ス
ノ
ー
ト
ピ
ア
事
業
は
全
国

九
都
市
で
実
施
し
総
合
的
雪
対
策
の

一
環
と
し
て
街
路
事
業
を
行
う
も
の
。

幹
線
道
路
の
三
車
線
化
、
電
線
類
の
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地
中
化
な
ど
他
事
業
の
か
ね
合
い
を

検
討
し
、
雪
に
強
い
街
づ
く
り
を
推

進
し
た
い
。

志
村
博
康
氏
（
東
大
農
学
部
教
授
）

農
業
用
水
の
克
雪
用
水
と
し
て
運
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
大
き
な
問
題

は
、
水
利
権
制
度
。
地
方
都
市
が
農

業
用
水
を
使
う
た
め
に
は
新
た
に
水

利
権
の
設
定
が
必
要
で
、
共
用
と
い

う
方
向
で
可
能
で
は
な
い
か
。

倉
島
収
氏
（
建
設
省
北
陸
地
方
建
設

局
企
画
部
長
）
雪
に
強
い
道
路
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
的
に
整
備
す
る
こ
と
が

雪
対
策
の
王
道
。
人
命
が
多
く
奪
わ

れ
て
い
る
雪
崩
に
も
基
本
的
対
策
が

必
要
。
防
災
害
区
を
指
定
し
制
度
化

す
る
こ
と
を
五
六
・
五
九
豪
雪
の
体

験
か
ら
提
案
し
た
い
。

【
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
】

大
矢
良
広
氏
（
新
潟
日
報
論
説
委
員
）

雪
は
社
会
的
、
自
然
的
災
害
で
あ
る
。

災
害
予
防
の
た
め
、
幹
線
道
路
を
三

車
線
に
。
流
雪
溝
整
備
も
河
川
改
修

と
同
じ
視
点
で
。
電
線
の
地
下
埋
設

を
市
民
の
立
場
か
ら
要
望
し
た
い
。

さ
ら
に
地
下
化
に
つ
い
て
は
一
歩
進

め
て
ス
ノ
ー
ト
ピ
ア
事
業
に
盛
り
込

め
な
い
だ
ろ
う
か
。

天
城
幹
郎
氏
（
前
新
潟
県
土
木
部
技

監
）
市
民
グ
ル
ー
プ
が
歩
道
除
雪
計

画
を
も
つ
自
治
体
に
国
の
助
成
を
。

住
民
意
識
の
高
揚
に
も
な
る
。
ま
た

農
業
用
水
の
活
用
で
国
に
対
し
、
ま

ず
地
域
指
定
を
要
望
す
る
。
安
価
の

水
の
調
査
か
ら
、
法
的
な
問
題
等
も

出
て
来
る
が
…
…
…
。

中
俣
三
郎
氏
（
新
大
工
学
部
教
助
）

雪
崩
の
危
険
区
域
の
設
定
は
難
か
し

い
が
、
雪
崩
の
性
格
も
つ
か
み
に
く

い
。
実
験
な
ど
を
通
じ
研
究
を
進
め

る
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
資
料
、
協

力
も
不
可
欠
な
も
の
。

高
杉
嘉
雄
氏
（
県
土
木
部
道
路
維
持

課
長
）
道
路
基
準
の
構
造
見
直
し
を

中
央
省
庁
に
お
願
い
す
る
。
雪
崩
対

策
も
完
全
整
備
ま
で
に
四
十
～
五
十

年
か
か
る
予
算
で
あ
る
。
格
別
の
配

慮
を
願
い
た
い
。

　
県
で
は
現
在
、
歩
道
除
雪
を
試
験

的
に
行
っ
て
い
る
が
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
な
ど
優
先
的
除
排
雪
を
行
っ
た

方
が
良
い
。

鈴
木
哲
氏
（
新
大
工
学
部
教
授
）
除

雪
技
術
に
は
三
つ
。
大
技
術
（
除
雪

機
械
）
中
技
術
（
流
雪
溝
）
小
技
術

　
（
コ
ス
キ
）
で
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
は

異
な
る
。
住
民
が
参
加
（
協
力
）
す

る
た
め
に
、
水
防
、
消
防
に
公
償
制

度
が
あ
る
よ
う
に
雪
に
つ
い
て
も
補

償
制
度
を
考
え
る
時
期
。
善
意
に
頼

る
の
は
将
来
発
展
は
不
可
能
。

石
川
允
氏
（
長
岡
技
大
教
授
）
ス
ノ

ー
ト
ピ
ア
構
想
に
防
雪
街
区
造
成
事

，
業
を
。
除
雪
の
負
担
は
だ
ん
だ
ん
巨

額
に
な
り
、
い
ず
れ
は
法
体
制
㈱
整

備
に
な
る
。
歩
道
管
理
、
事
故
補
償

な
ど
全
て
法
律
が
必
要
に
な
っ
て
来

て
い
る
。

土
屋
雷
蔵
氏
　
第
一
日
目
の
討
議
で

は
”
雪
国
の
伝
統
的
な
住
民
参
加
で

雪
対
策
が
続
け
ら
れ
て
来
た
”
と
い

う
こ
と
を
受
け
、
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
さ
ら
に
そ
れ
ら

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
克
雪
の
基
本

姿
勢
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
水

の
利
用
、
屋
根
雪
処
理
、
除
雪
体
制
、

雪
崩
対
策
な
ど
雪
国
の
克
雪
対
策
全
．

て
に
つ
い
て
大
切
な
こ
と
は
、
こ
れ
．

で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
継
続
的

に
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
を
関
係
方
面
に

働
き
か
け
具
体
化
し
て
ゆ
く
こ
と
で

あ
る
。

』
一
…
一
q
…
一
『
…
一
一
蓄
…
3
…
一
一
一
…
3
…
．
亀
一
…
3
…
一
一
＝
…
一
一
響
…
一
一
一
…
3
…
，
一
一
…
3
…
一
一
…
・
3
・
…
噂
一
…
一
，
…
－
串
…
ぎ
…
霊
…
』
齢
…
一
一
一
一
…
‘
一
…
零
…
季
…
一
印
●
…
3
…
＝
一
…
一
7
…
一
聯
…
3
3
q
三
一
一
…
一
響
…
一
－
…
一
3
一
…
笥
…
‘
『
…
一
一
一
一
…
3
…
一
一
…
一
響
…
，
一
…
一
『
…
＝
一
…
3
・
…
一
響
…
3
一
…
騨
曹
…
‘
ぎ
…
一
一
一
・
…
3
…
一
＝
．
．
．
－
曹
3
…
一
一
－
一
曹
．
．
一
『
…
霊
騨
－
－
．
9
3
…
豊
．
響
．
．
一
3
…
＝
．
．
－
．
．
3
…
一
『
．
嘩
甲
曹
一
＝
…
＝
一
．
響
幽
一
3
…
＝
甲
．
9
．
．
3
…
＝
．
．
響
．
一
3
…
も
響
曹
曹
曹
．
3
…
一
．
．
．
－
曹
曹
一
『
…
一
騨
．
騨
．
．
．
3
…
－
．
一
．
一
．
．
＝
…
一
響
，
ゆ
－
曹
曹
置
一
…
響
響
．
響
．
．
一
一
，
…
一
一
．
ロ
．
甲
．
．
3
…
，
一
－
曹
．
．
甲
．
響
…
一
一
．
．
曹
．
．
．
．
…
．
辱
．
尊
．
．
．
響
．
一
…
甲
一
一
．
曹
．
．
．
曹
…
一
甲
即
曹
．
．
曹
．
一
…
一
麟
曹
．
一
響
甲
．
一
一
一
…
響
曙
．
＝
曹
．
響
．
…
曹
一
．
．
－
曹
．
．
．
…
曹
騨
．
－
曹
一
．
．
．
…
曹
層
．
．
．
薗
一
．
．
．
り
一
．
．
一
層
響
．
．
曹
．
3
．
．
．
．
．
曹
一
．
甲
．
塵
曹
一
響
層
甲
甲
－
曹
一
．
ゆ
．
．
．
甲
甲
層
．
．
．
．
．
騨
一
．
－
曹
．
．
一
響
．
．
．
一
．
甲
一
曹
．
．
．
甲
一
．
．
－
．
．
．
．
．
甲
．
．
．
響
響
．
願
．
．
．
．
甲
一
．
．
曹
＝
一
響
響
ロ
響
一
噸
騨
申
．
．
．
＝
．
響
一
．
．
．
甲
一
曹
一
．
．
．
．
．
響
．
一
．
．
ゆ
甲
曹
．
曹
－
甲
－
一
響
響
一
－
曹
曹
幽
一
曹
甲
甲
曹
曹
一
響
．
響
．
撃
曹
．
層
．
甲
響
－
．
一
．
．
曹
．
．
．
甲
一
－
．
．
＝
一
．
一
－
．
．
－
申
．
．
．
．
甲
甲
．
一
冒
．
．
．
．
畠
－
冒
．
≡
．
響
．
磨
．
．
．
．
．
．
．
響
．
曹
薗
騨
．
－
曹
曹
甲
．
一
＝
．
．
一
一
甲
＝
．
．
辱
．
＝
．
．
曹
．
甲
甲
．
．
－
曹
．
一
－
．
甲
．
．
層
一
響
．
．
甲
帰
甲
一
．
．
甲
曹
9
響
甲
．
．
．
曹
．
一
一
冒
甲
．
＝
一
曹
．
曹
．
．
．
一
一
＝
9
．
一
．
甲
響
．
甲
曹
磨
．
層
．
一
q
－
．
響
一
冒
曹
．
．
．
．
一
一
曹
一
響
．
－
暫
．
．
＝
冒
一
曹
…
曹
曹
暫
．
．
＝
－
塵
．
．
．
．
－
．
一
甲
．
．
一
一
盛
噂
．
曹
響
．
一

目

～技術博覧会

▼十日町発明協会のコーナー

▼実演会場

雪処理技術・道路融雪技術など
の雪に関する技術が大集合

・
灘
羅

姦

　　　　　　照灘馨　　　　灘灘灘



’　　、

企画集団バリバリのバラエティショー
（市内ではめずらしい、ファッションショーも）

▼交通安全の紙芝居

ランドホールの

スキーフェスティバル1

県警音楽隊の　　　｛

▼市中パレード　　｛

鑛．　　　　　　｝

赦
ズ

事
遍

“雪“をテーマに

服飾専門学校も参加》

▲今冬の積雪の予想は………？

たつだ況盛大～

　
つ

　
　
ワ

綴
娠
F

　
　
　
　
っ
の
ま

灘
羅

題
鎌
癖
、

　
羅
。

　
塗

塑
雑

・
葱
欄

響
　

灘
…

．
欝
鶏
蘇
♪
r
蘇
’

懲
展
難
、

纏
丙
灘

難
屋
灘

話題のキャプテンシステムやテレビ電

話も登場。子どもたちに大人気でした

2
一
3
3
＝
一
＝
篭
曹
＝
冒
曹
3
冒
＝
＝
＝
＝
．
＝
3
一
一
一
＝
一

〈
建
設
省
の
除
雪
・
防
雪
施
設
の
模
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
】

各会場の中でも賑わいをみせていたのが小型除雪機械。
▼屋根の上にもってあがれるものに人気があったとか……

蒙
　　菱
　’擁黙

鯉

毒

隠　
　
．
縮

　
　
　
　
嚢

　
　
　
　
　
　
纏

　
　
　
　
　
　
　
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
～

盤

霧羅灘纏
　▲狭い会場に雪国の幹線道路を

　守る大型の除雪機械が整列。

　そばに近寄るだけでも、かな
　　りの迫力でした。

“「丁7一一
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二

　市制施行30周年を記念して、市勢発展のために多大な功績を

残されたつぎの1団体・17人が特別功労者として、11月3日の

記念式典において表彰されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈敬称略〉

●
自
治
功
労
者

囹
春
日
由
三
（
東
京
都
・
72
歳
）

　
昭
和
四
十
六
年
に
市
長
就
任
以
来
、

二
期
八
年
に
わ
た
っ
て
市
の
発
展
の

　
　
　
　
　
　
　
　
、
σ

た
め
に
つ
く
さ
れ
た
。

囹
池
田
作
三
（
田
川
町
・
62
歳
）

　
春
日
市
長
時
代
に
助
役
に
就
任
以

来
、
十
一
年
に
わ
た
っ
て
市
の
発
展

の
た
め
に
つ
く
さ
れ
た
。

囹
樋
熊
良
作
（
中
町
・
64
歳
）

　
春
日
市
長
時
代
に
収
入
役
に
就
任

以
来
、
八
年
に
わ
た
っ
て
市
の
発
展

の
た
め
に
つ
く
さ
れ
た
。

囹
石
坂
正
隆
（
昭
和
町
三
・
7
6
歳
）

　
十
日
町
市
議
会
議
長
と
し
て
市
の

発
展
の
た
め
に
つ
く
さ
れ
た
。

囹
丸
山
尚
政
（
水
沢
第
二
・
62
歳
）

　
十
日
町
市
議
会
議
長
と
し
て
市
の

発
展
の
た
め
に
つ
く
さ
れ
た
。

囹
斎
木
正
義
（
南
鐙
坂
・
58
歳
）

　
十
日
町
市
議
会
議
長
と
し
て
市
の

　
　
　
　
雛
・
　
　
、
兵
天
辰
代

く特別功労者〉前列左から、小林由弘、池田作三、斎木正義

石坂正隆、（市長）、春日由三、丸山尚政、関口愛吉、青柳

蔵、島田金一郎、樋熊良作、後列左から（教育長）、（収入役

故古沢尭（代理）、岩田七郎（代理）、故鈴木智（代理）、廣瀬

夫、山谷集団栽培組倉代表丸山良一、春日忠吉、丸山松平（

理）、関口芳春（代理）、（助役）の各氏

発
展
の
た
め
に
つ
く
さ
れ
た
。

●
教
育
・
文
化
功
労
者

囹
小
林
由
弘
（
水
口
・
6
9
歳
）

　
昭
和
五
十
一
年
か
ら
教
育
長
と
し

て
、
ま
た
昭
和
五
十
七
年
か
ら
は
教

育
委
員
長
と
し
て
市
の
教
育
振
興
に

つ
く
さ
れ
た
。

●
産
業
功
労
者

囹
関
口
芳
春
（
山
本
町
五
・
62
歳
）

　
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
理
事

長
と
し
て
す
ぐ
れ
た
指
導
力
を
発
揮

し
、
十
日
町
を
全
国
屈
指
の
総
合
産

地
に
す
る
た
め
つ
く
さ
れ
た
。

囹
青
柳
兵
蔵
（
栄
町
・
7
2
歳
）

　
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
理
事

長
と
し
て
低
成
長
時
代
に
積
極
的
な

産
地
振
興
策
を
打
ち
出
し
、
産
地
の

活
性
化
を
は
か
る
た
め
つ
く
さ
れ
た
。

囹
関
ロ
愛
吉
（
本
町
二
・
8
2
歳
）

　
十
日
町
織
物
産
地
買
継
商
業
組
合

理
事
長
と
し
て
同
業
者
の
指
導
育
成

に
つ
く
さ
れ
、
業
界
の
秩
序
あ
る
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
。

囹
島
田
金
一
郎
（
神
明
町
・
7
7
歳
）

　
十
日
町
織
物
産
地
買
継
商
業
組
合

理
事
長
と
し
て
同
業
者
の
指
導
育
成

に
つ
く
さ
れ
、
業
界
の
秩
序
あ
る
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
。

囹
丸
山
松
平
（
稲
葉
・
7
7
歳
）

　
十
日
町
商
工
会
議
所
会
頭
と
し
て
、

ま
た
十
日
町
市
観
光
協
会
副
会
長
、

新
潟
県
建
設
業
協
会
十
日
町
支
部
長

な
ど
と
し
て
幅
広
く
市
の
発
展
の
た

め
に
つ
く
さ
れ
た
。

囹
岩
田
七
郎
（
本
町
七
－
二
・
6
8
歳
）

　
十
日
町
シ
ル
ク
農
業
協
同
組
合
連

合
会
副
会
長
と
し
て
、
蚕
糸
絹
業
地

域
総
合
開
発
推
進
事
業
（
シ
ル
ク
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想
）
の
実
現
の
た
め

に
つ
く
さ
れ
た
。

囹
山
谷
集
団
栽
培
組
合
（
代
表
…
丸

山
良
．
一
）

　
農
業
構
造
改
善
事
業
後
、
市
内
き

っ
て
の
近
代
農
業
を
展
開
し
、
地
域

の
労
働
力
の
有
効
活
用
に
よ
り
生
産

費
の
低
減
を
は
か
り
農
家
経
済
の
安

定
の
た
め
に
つ
く
さ
れ
た
。

　
●
福
祉
功
労
者

囹
春
日
忠
吉
（
樽
沢
・
7
4
歳
）

　
昭
和
二
十
七
年
か
ら
五
十
九
年
ま

で
三
十
五
年
間
に
わ
た
り
、
保
護
司

・
と
し
て
福
祉
向
上
に
つ
く
さ
れ
た
。

　
●
保
健
衛
生
功
労
者

囹
鈴
木
　
智
（
故
人
）

　
十
日
町
病
院
長
と
し
て
二
十
六
年

間
、
ま
た
十
日
町
病
院
名
誉
院
長
と

し
て
地
域
医
療
の
向
上
の
た
め
に
つ

く
さ
れ
た
。

囹
廣
瀬
辰
夫
（
北
原
・
68
歳
）

　
昭
和
二
十
七
年
か
ら
現
在
ま
で
中

条
病
院
長
と
し
て
、
ま
た
昭
和
二
十

九
年
か
ら
現
在
ま
で
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
地
域
医
療

の
向
上
の
た
め
に
つ
く
さ
れ
た
。

●
防
災
功
労
者

囹
古
澤
　
尭
（
故
人
）

　
消
防
団
員
と
し
て
防
災
に
つ
く
さ

れ
、
特
に
昭
和
五
十
八
年
台
風
十
号

の
水
防
活
動
で
は
被
害
を
最
小
限
に

く
い
と
め
る
た
め
自
ら
の
生
命
を
省

み
ず
け
ん
命
な
活
動
を
行
わ
れ
た
。

芸
術
文
催
㊧
振
纏
懲
熱
廼
繕
討
罐
…

　
　
　
　
　
◆
十
一
月
一
日
の
市
民
曇
譲
覆
日
◆

十
一
月
の
市
民
と
語
る
日
は
、
市
の
　
導
員
制
度
を
」
　
「
市
史
編
さ
ん
に
着

重
点
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
七
回
目

と
し
て
、
　
「
芸
術
・
文
化
の
振
興
策

を
考
え
る
」
座
談
会
を
、
十
六
人
の

市
民
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
て
開
催
し

ま
し
た
。

　
座
談
会
は
、
芸
術
・
文
化
の
振
興

に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面

に
分
け
て
進
め
ら
れ
、
ハ
ー
ド
面
で

の
施
設
整
備
で
は
、
　
「
文
化
会
館
建

設
に
あ
た
っ
て
は
十
分
調
査
研
究
を

行
い
、
特
色
あ
る
施
設
を
」
　
「
図
書

館
に
は
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
、

情
報
機
能
な
ど
を
と
り
入
れ
た
ら
」

「
こ
だ
ま
号
の
更
新
を
」
な
ど
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
ソ
フ
ト
面
で
は
、

「
文
化
活
動
振
興
の
た
め
、
文
化
協

会
を
設
立
す
べ
き
」
　
「
社
会
教
育
指

手
を
」
　
「
一
回
目
か
ら
の
雪
ま
つ
り

ス
テ
ー
ジ
を
復
元
し
て
、
展
示
あ
る

い
は
彫
刻
通
り
と
し
て
整
備
し
た
ら
」

な
ど
活
発
な
意
見
・
ア
イ
デ
ア
が
出

さ
れ
、
今
後
の
文
化
行
政
に
反
映
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

十
日
町
市
総
合
計
画
基
本
構
想

の
見
直
し
案
を
原
案
可
決

　
市
議
会
第
四
回
臨
時
会
は
、
十
月

二
十
二
日
に
招
集
さ
れ
、
議
案
二
件
、

請
願
三
件
、
意
見
書
一
件
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
議
案
関
係

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
…

十
一
月
三
十
日
付
任
期
満
了
に
伴
う

も
の
で
、
中
林
秀
一
郎
氏
の
推
薦
に

同
意

・
十
日
町
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
π

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

見
直
し
…
原
案
可
決

◎
請
願
関
係
（
い
ず
れ
も
採
択
）

・
保
育
行
政
に
関
す
る
請
願
（
継
続

審
査
だ
っ
た
も
の
）

・
私
立
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て
の

請
願
（
継
続
審
査
だ
っ
た
も
の
）

・
人
事
院
勧
告
完
全
実
施
に
関
す
る

請
願

◎
意
見
書
関
係
（
原
案
可
決
）

・
人
事
院
勧
告
完
全
実
施
に
関
す
る

意
見
書
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幼稚園・保育所健関する行政施策の答申に対する市長方針〈抜すい〉

繕幼稚魍健つ“て実施骸る施策

潅。麓殼の配選鑑規模

●答串《保薄行政検討委翼会の答串をいう）

では、昭和67奪度を翔隈として、公立水沢

保蕎藤を学榛法太立氷沢幼稚園健転綱する

とじ避験る懸．轟面ぽ現状を固震する。

　（理由）　④国鷹おいて臨教審が設置さ

れ、3ヵ奪を囲途縫、幼保闘題を含めて今

後の教蕎農望が答申され、それに墓づいて

国の万針が定められるものと予測される。

②水沢地区においては、新企業の進出など

により就園率の向上が推測される。

2．施設の運宮体制

●各施設の定翼については、入圏児童数の

実態に即したものに、その適正化をはかる

よう行政指導を行う。

●各施設について、経営効率をより高める

よう行政指導を行う。

●行政は、各施設について財政援助を継続

する。

　（内容）　①施設整備費の償還金につい

て、元金の2分の4、利子の4分の4の鋤

成を、現行どおり継続する。㊧就園奨励費

は、現行どおり継続する。

雪認篭保育駈について実施する施策

1．施設の配置と規模

○定員雀0各（在兜童数52名）で開設された

公立十臼購保欝所と、建員9〔隅（在児童数

641呂）で開設された私立十Eヨ町幼児園を統

合し、民間（社会福祉法人）経営とする。

　※統合の繭提として、現在の十臼晒保育

漸の位置に施設を改築し（現在、双方の施

設とも改築を迫られている）、保育活動の

充実をはかる。

　この実施にあたっては、双応とも今後の

折衡・協議を要する事項であり、十Eヨ靱幼

冤襯測で市農応針を受け入れられるよう、

行政として最善の努力をする。もし受け入

れていただけない場合には、改めて、その

時点で薦長応針を提示する、

●公立北原保蕎漸は、公立保奮所として存

続する。

　※ただし、入所晃童数が45名（常設認可

保鳶斯簸低墓準）を下諌わった場合、また

は保鐙建数が4名を割った場含は、雁力年

を経過した後、私立中条保蕎園あるいは公

立下条保蕎所と統合する。

o公立下条保奮所は公立保鳶所として春続

する。

　※ただし、入所児童数が45名を下まわっ

た場合、または保田定数が4名を割った場

合は、鷺ヵ年を経過した後、公立北原保育

所と統倉するか、臨教審の答申と国の方針

によっては、民営の幼稚園に経営を同化す

ることについて検討する。

●公立傑喬所の定輿を実態に即したものへ

適正化をはかる。

①水沢保育所は430名を脅20名とする。

（昭60・4司）

⑫川シ翻呆育所は120名を60名とする。

（8召64・4司）

③高山保育所は90名を60名とする。

（昭釧・4・4）

④十臼町西保鳶所は窪20名を90各とする。

　（昭61・4・／）

　㊨新しく統舎された十臼町保鳶園（仮称）

　の建輿は90名とする。（昭64・4・4）

●私立保育園の定員を実態に即したものへ

と適正化をはかる。

　・私立保育園については、十〔ヨ町幼児園

を除いて現行施設数7・定員数630名（在児

董数6㊤9名）を昭和6／年4月4臼を目途1こ、

施設数7・定員数6／0名に適正化をはかるよ

う行政指導を行う。

2、施設の運営体制

●新しい保育需要に対応しぐ運営の合理化

と保育内容の充実をはかる。

　①延長保蕎体制の整備一現在、公立認可

保育所では午後6時までの延長保鳶を実施

しているが、今後は私立認可保蕎所も延長

保育体制の統一的な整備をはかるため、段

階的に行政指導を行う。

　㊧乳児保蕎捧制の整備一乳兜保育実施施

設としで捧欄を整える認璽保鳶駈を当面次

のとおり捲鍵し、地域フ〔コック単位で実施

するよう誘導する¢

　・十臼靱地域・鰯毯越保（跳設）いずみ保

（既設）　。鱒条地域一中剰呆（新設）四

臼町保（新設）　Q下条麹域一下梨呆（新

設）　。養田地域一鐙臨保（新設）　。川

治・六箇地域…高山保（新設）慈光保（既

設）　。水沢地域一森の保（新設）

　③障害児保育体制の強化をはかる。

　④認可保育所において育児相談事業を実

施する。

●私立保育所に対する財政援助については

一部はこれを継続し、一部は新規にこれを

行う。

　（内容）　①法外委託料については現行

どおり｛こ継続す：る。⑫改築後の私立認可保

育所については、改築時の儲入金償還に対

する源資の捻出が極めて恋ずかしい状況に

あることが、最大の経営圧迫の要因になっ

ている。この実構を考慮し、十臼町地区に

おける現行の認可保蕎所5カ所を4ヵ所に

することを前提として、新たに、民閾施設

整備賛として社会福祉振興会からの借入金

の残額について、元金利子とも全額を財政

援動し、これを償還する。なお、改築を前

提とした十臼町保喬園についても同様の処

置とする。⑧新しい保育需要（延長保育、

乳児保蕎、障害児保蕎、欝晃相談）に対応

するため、新規に発生する費用については、

その施設の設置費について、これを財政援

助の対象とするものとし、経常経費につい

ては，延長保育事業について保田の超過勤

務手当の一部を財政援助する。

3、幼稚園、保育所の運営・調整について

●幼・保の運営の円濡化をはかるため、昭

和60年塵中に運営調整会議を発足する。

●幼稚園、保育所の入所児募集期間を統一

する。

4、保育料について

●認可保育所の保育料については．資力応

納に墓づく現行の体制を継続する。

●認可保育所の保蕎料については現行の軽

減措置を継続する。

保育行識の

　諸里市長は、11月1日の定例記者会見で、保育

行政施策について左記の方針を発表しました。

　市長方針を発表するにあたって

　　　　　　　　　　＋日町市長諸里正典

　去る7月25日、保育行政検討委員会から今後の行政

施策につきまして、市長宛の答申がなされました。早

速、答申の内容について、市議会の皆さんにご説明申

し上げ、9月1日の市民と語る日には、幼稚園、保育

所の関係者並びに父母の会の皆様からご意見を聴取致

しました。更に、父母の会から出された請願について、

議会でも異例ともいえる熱心な討議がなされ、議会の

意志も充分に承知することができました。また、保育

所廃止反対の運動も原の火の如く拡がり、16，000名に

およぶ市民各位の署名も、私の手元に届けられました。

　私は、それらの経緯を充分に踏まえ、議会や市民の

意見を尊重しながら、慎重に熟慮した結果、市長方針

を発表させて戴きました。市長は行政を担当する最高

責任者として、「福祉の後退はさせてはならない」とい

うことと、「財政負担を軽減し、税金の無駄使いは無く

さねばならない」という、双方をできうる限ケ）整合さ

せてゆかねばならないという責任を負っております。

　現実の問題として十日町市の認可保育所は大半が定

員割れを生じております。その結果、各施設とも施設

運営は困難となり、経営状況は極めて深刻な事態に陥

っております。現在の認可保育所の在園児数は定員に

比して、約370名減じており、これは90名定員の保育所

が4ヵ所余剰ということであります。このため、市で

は皆様の尊い税金である市町村民税の約10パーセント

をこの赤字補てんのために充当してお「）、今後さらに、

新生児数は減少基調にあり、施設運営は一層困難とな

る事は必至であります。

　もし、ここで何らの手も打たず、このまま放置すれ

ば、近い将来、公私立とも“破産状態、に陥り、真に

充実した保育体制が崩壊し、保育を必要とする人に満

足すべき福祉を与えてやることができなくなってしま

います。それこそ福祉の後退であり、その時ではもう

遅いのであります。今こそ福祉の本質をみんなで考え、

社会の変化に対応した、少くとも将来の方向だけは誤

たない施策が必要であると考えております。

　次に示した方針によって、保育行政を推進したいと

存じております。ぜひ、良識ある市民各位のご理解と

ご協力を心からお願い致します。なお、説明会と話し

合いは地区に出向き開催する予定です。日程等の詳細

は別途ご案内致しますので、よろしくお願い申し上げ

ます。

一「T『
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市制施行30周年記念、、、

黙わたしたちの郷土葬卜日町、を考える

絵画、作文・論文コンクール入賞・入選者

　
　
　
1
絵
画
展

　
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
・
入
選
者
の
作
品

展
示
を
、
十
一
月
十
八
日
㈹
ま
で
、
ク
ロ
ス

ー0

・
2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　〈
　　ム　　教
　　育
　　長
　　賞
　　〉
　　樋
　　口
　瓢
　　保
類一　　十
　　日
　　町
　　中
　　2　　年
　　）

〈〈市長賞＞

近藤智輝（下条小4年）

▲〈市議会議長賞＞

相崎誠一（吉田小6年）
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駕
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翁
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翁
川
盆
川
釜
駕
…
駕
…
翁
囲
盆
…
釜
駕
爺

吉
　
　
　
市
制
施
行
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
参

顕日
　
　
加
し
、
か
つ
、
心
に
残
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
　
“
わ
た
し
た
ち

春
の
郷
土
●
十
日
町
”
を
テ
ー
マ
に
、
、
児
童
を
対
象
と
し
た
「
絵
画

賞長
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
」
。
児
童
．
生
徒
．
市
民
を
対
象
と
し
た
「
作
文
．

防
　
　
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

カ
ロの

　
　
絵
画
九
十
点
、
作
文
・
論
文
四
十
九
点
の
応
募
作
品
の
う
ち
か

謙
ら
、
絵
画
＋
八
点
、
作
文
・
論
文
＋
五
点
の
会
作
品
と
、
そ
の

・
　
他
入
選
作
品
が
決
定
し
、
十
一
月
二
日
、
市
役
所
で
、
表
彰
式
が

徹
行
わ
れ
ま
し
た
．

る
　
　
　
な
お
、
作
品
集
が
発
刊
さ
れ
、
関
係
者
並
び
に
十
一
月
三
日
の

け受
　
　
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
式
典
参
会
者
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
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表
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Nα 入　賞 題 校　　名 学年 氏　名

絵
画
の
部
入
選
者

1 市　長　賞 金　　魚　　す　　く　い 下条小学校 4 近藤智輝

2 市議会議長賞 未来の　十　日　町　市 吉田小学校 6 相崎誠一

3 教育長賞 絵　　　　　　　　　　付 十日町中学校 2 樋口　保

　d、　　／　　　》ノ

　すロ作
　　oス品

たします。

鵬霧，、．．　　懲・鰻『灘　　　　　　中

　　　　　　　　　霧懸・総　2
　　　　　　　　　　　　　　年
　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　P鷺　　　　　・

　　　　　　　　　　昭和59年／4月

　　　　　　　会長十日町市長諸里正典

4 奨　励　賞 ゆ　　き　　あ　　そ　　び 名ヶ山小学校 1 羽鳥哲夫

5 〃 赤　倉　駅　と　電　車 赤倉小学校 2 庭野竜也

6 〃 雪のない地下都市 十日町小学校 3 金子隆雄

　　第35回十日町雪まつり決算報告

　56豪雪に次ぐ大雪に見舞われた第35回雪まつり｛こ際して。市民の皆さ

んから絶大なるご協力をいただき、成功裡に終了することができました

ことを心からお礼申し上げます。

　遅くなりましたが“第35回雪まつり決算。を次のとおり報告いたします。

　つきましては＼第36回雪まつりに際しても、特段のご協力をお願いい

　　第35回十臼町雪まつり実行委員会

　　第35回十日町雪まつり決算書（革位：円）

7 〃 はたおりきかいが話しているよ 飛渡第二小学校 3 水落雅美

8 〃 十　日　町　の　工　場 西小学校 4 関口和明

9 〃 おひゃ　く　し　ょ　う　さん 吉田小学校 4 相崎　修

10 〃 ぼくたちの十日町 西小学校 5 大熊一生

11 〃 おひゃ　く　し　ょ　う　さん 吉田小学校 5 酒井雅之

項　　　目 決算額 説　　　明 12 〃 末　来　の　十　日　町市 馬場小学校 5 富井篤志

収
入
の
部

委　　託　　料 16，000，000 市委託料 13 〃 お　　　み　　　こ　　　し 東小学校 6 福家英之

14 〃 ぼくのスキー用具 川治小学校 6 坂田　篤

寄　　付　　　金 23，880，200
15 〃 陸　　　　　　　　　　橋 西小学校 6 西野　篤

負　　担　　金 18，000，000 織物組合より 16 〃 家　　　　の　　　　庭 下条中学校 1 小海美和

372，704 広告料・その他
17 〃 雪まつりステージ 十日町中学校 1 西野あゆみ

18 〃 妻　　有　　　の　　　里 南中学校 3 山本有希子

繰　　越　　金 78，314 前回よ『）

作
文
●
論
文
の
部
入
賞
者

1 市　長　賞 雪豊か水も豊かな十日町 吉田中学校 3 春日顕吉

計 58，331，218 2 市議会議長賞 未来にむけて十日町織物を考える 十日町高校 3 吉沢政敏

支
　
　
出
　
　
の
　
部

総　　務　　費 3，582，635
会議費、事務費、借用料、札幌交流費
ミス雪まつりコンテスト　ほか 3 教育長賞 日本一の織物出だす十日町 東小学校 6 高橋枝里

4 奨　励　賞 織物の町十日町を考える 東小学校 5 二瓶正幸

企　　画　　費 74，360 企画書タイプほか
5 〃 雪とたたかう十日町 十日町小学校 6 金子めぐみ

宣伝部会費 1，898，257
パンフレット印刷費、ポスター印刷
費、駅前タワー設置費　ほか 6 〃 雪にっいて考えたこと 中条小学校 6 岡田真希

1，313，471 講演会費、開会式等行事費 7 〃 私　　の　　十　　日　　町 水沢小学校 6 丸山　恵子

8 〃 ぼくが雪から教わったこと 西小学校 6 西野篤志

ひろば部会費 3，021，716 ひろば協賛費
ひろば保険ほか 9 〃 私　　達　　の　　郷　　土 西小学校 6 小海可苗

カーニバル部会費 44，435，407 カーニバル企画演出費
カーニバル会場製作費　ほか

10 〃 雪　　国　　十　　日　町 十日町中学校 3 小林智亜紀

11 〃 十　日　町　雪　祭　り 南中学校 3 小林浩徳

雪の芸術展部会費 3，446，334 賞金・賞品、看板　ほか
12 〃 私の心を育ててくれた十日町 南中学校 3 福崎ゆかり

交通部会費 469，555 協力隊謝礼
交通案内看板　ほか

13 〃 将来に希望すること 十日町高校 3 酒井朝子

計 58，241，735
14 〃 克雪都市づく｝）に向けて 高田町5 一般 児玉正男

繰越金　89，483円
15 〃 すべての子どもにすばらしい出会いを 土市第5 一般 上村二郎

撒

　第35回十日町雪まつり決算報告

56豪雪に次ぐ大雪に見舞われた第35回雪まつり｛こ際して。市民の皆さ

んから絶大なるご協力をいただき、成功裡に終了することができました

ことを心からお礼申し上げます。

遅くなりましたが“第35回雪まつり決算。を次のとおり報告いたします。

つきましては＼第36回雪まつりに際しても、特段のご協力をお願いい

たします。　　　　　　　　　　　　　　　　昭和59年／4月

　第35回十臼町雪まつり実行委員会　会長十日町市長諸里　正典

　第35回十日町雪まつり決算書（革位：円）

繰越金　89，483円
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市内の音楽愛好グルーブによるジョイントコンサート。

30周年記念ならではの組み合わせをお楽しみください。

獲

　今年設立10周年を迎えました。

団員は45人。初心者から狂の字

がつくものまでいます。定期演

奏会や、市の各種行事などで、

すっかりおなじみ。今
回はアラバマー序曲ほ　　　　1

か2曲をおとどけしま
　　　　　　　　　　　N篤す。

　十日町市民吹奏楽団

　今年で18歳になります。現在団員

は40人。市外からも通っており、20

歳代から熟年の奥様まで……。歌う

曲もラテン語から童謡まで多岐にわ

たり、年輪の厚さを　ノ仔．。。～
　　　　　　　　　　　　　へう物語っています。今
回は無伴奏の曲を6　　　　　　　1

曲おおくりします。

十日町市民合唱団　　　　＿

月と　き　11月18日（日）午後6時30分

　　　　　開演（6時開場）

＃ところ　十日町市市民会館ホール

♪入場料　大人300円、中高生200円

（基繁鞭鞭文化スポ｝ツ）

ノ仔一
閥
”
　
ヤ
ヘ

う

齪

　最近の楽譜出版社C　M　Cの

ハーモニーのコーナーでも取

り上げられ、高い評価を受け

ました。来年8月、新潟で行

われる“ジャズフェスティバ

ルI　N新潟。にも出場が内定

しています。ラ・バ　　ζ≦』＞

、、二“．　ノり“二、、二“　　　　命

z4

ルI　N新潟“に1

しています。ラ・ノ

ンデ・グランデ

ほか6曲を演奏
します。
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　市観光協会主催の「第3回、きものの里を

きもので歩こう」が11月3日、秋晴れのもと

行われました。17歳から59歳と年齢層も広が

りを見せ、秋の行事として一段と定着した感

があります。

職

　100枚の写真展に1，500人来館

　10月20日から11月4日まで市博物館で開催。

年配の方には懐かしい写真の数々。じっと見

入る姿もあちこちに見られました。

地域の

拝見ノ

◆6◆

　
　
　
　
C

　
地
域
づ
く
り
は
、
大
き
く
三
つ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
道
路
改
良
、
克
雪
、
学

校
建
築
な
ど
の
ハ
！
ド
面
で
の
環
境

整
備
で
あ
り
、
二
つ
に
は
経
済
基
盤

の
確
立
、
三
つ
に
は
、
人
と
人
と
を

結
び
地
域
住
民
の
融
和
を
図
り
、
文

化
の
向
上
を
め
ざ
す
ソ
フ
ト
面
の
活

動
で
す
。

　
下
条
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
し

て
、
地
区
民
体
育
祭
、
桜
ま
つ
り
や

雪
ま
つ
り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な

ど
の
ほ
か
、
問
題
提
起
の
場
、
話
し

あ
い
の
場
と
し
て
の
「
地
域
づ
く
り

家
庭
づ
く
り
研
究
集
会
」
が
あ
り
ま

す
。
今
年
で
六
回
目
を
迎
え
る
こ
の

集
会
は
、
毎
年
収
穫
が
一
段
落
し
た

頃
、
公
民
館
に
老
若
男
女
約
一
〇
〇

人
が
集
い
、
地
域
の
諸
問
題
を
話
し

あ
い
ま
す
。

　
集
会
の
ま
と
め
（
冊
子
）
の
中
で
、

下
条
に
お
け
る
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
下
条
地
区
公
民
館
ー

地域づくり家庭づくり研究集会

当
時
の
館
長
は
「
地
域
に
は
諸
種
雑

多
の
問
題
が
あ
る
。
政
治
と
い
う
名

の
行
政
で
す
べ
て
を
解
決
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
地
域
民
の
自
覚
と
連

帯
意
識
を
促
す
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
話
し
あ
う
心
と
、

話
し
あ
う
問
題
点
と
、
話
し
あ
い
の

場
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
般
論
な
ら
評
論
家
の
講
義
で
事
は

済
む
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
身
近
か

な
も
の
に
は
な
り
難
い
。
（
後
略
）
一

と
書
い
て
い
ま
す
。

　
過
去
五
回
の
集
会
で
、
地
域
医
療
、

老
後
問
題
、
各
種
団
体
の
あ
り
方
、

子
ど
も
の
し
つ
け
や
青
少
年
育
成
問

題
、
冠
婚
葬
祭
簡
素
化
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
事
業
な
ど
が
話
し
あ
わ
れ
ま
し

た
。　

こ
の
集
会
の
良
さ
は
、
個
人
と
し

て
だ
れ
も
が
自
由
に
参
加
で
き
、
地

域
の
問
題
解
決
の
た
め
に
話
し
あ
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
、
世
代
そ
超

え
た
人
達
の
集
ま
り
だ
か
ら
、
老
若

男
女
の
考
え
方
の
相
違
を
理
解
し
あ

う
場
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

冠
婚
葬
祭
の
取
り
決
め
、
振
興
会
の

方
向
づ
け
な
ど
も
こ
こ
か
ら
生
ま
れ

て
き
た
の
で
し
た
。

　
し
か
し
年
一
回
、
一
〇
〇
人
の
人

が
話
し
あ
う
だ
け
で
は
全
体
の
も
の

と
し
て
の
地
域
づ
く
り
に
は
つ
な
が

ら
な
い
。
話
し
あ
わ
れ
た
こ
と
を
ど

う
広
く
地
域
全
体
に
知
ら
せ
、
一
つ

葱禰

広報げじょう

の
活
動
と
し
て
安
着
さ
せ
る
か
は
他

の
手
段
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
一
つ

に
「
広
報
げ
じ
ょ
う
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
広
報
げ
じ
ょ
う
は
、
年
六
回
（
一

回
が
六
淋
，
～
八
バ
、
）
の
発
行
で
は
あ

り
ま
す
が
、
先
に
第
四
十
六
号
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
材
料
と
し
て
、
地
区
内
の
情
報

源
と
L
て
人
と
人
と
を
結
ぶ
橋
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
も
成
人
の
八
○
％
が
目
を
通

し
、
か
な
り
の
人
が
保
管
し
て
お
く

と
い
い
ま
す
。

　
編
集
委
員
は
、
地
区
公
民
館
、
体

育
協
会
、
婦
人
会
の
ほ
か
、
フ
リ
：

で
の
参
加
者
を
得
、
奉
仕
で
や
っ
て

い
ま
す
。
印
刷
経
費
は
全
額
地
区
内

全
戸
か
ら
い
た
だ
く
、
社
会
教
育
援

助
寄
付
金
の
中
の
二
五
万
円
が
充
当

さ
れ
て
い
ま
す
。
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1魁恥く・スポー馴
1　　　　　　　　圧

1　　　　　　　　圧
1　市体育課盈57－3111⑧326　圧＝
1　市民体育館　智57－5208　　　　圧．

謁F司FrFコFr臼FrF勾Fr口FrFr轟、．

　　　　としひこ
　星名聡彦くん（南中1年）

　ジュニアオリンピック堂々第2位！グ　　？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
　10月27～28日に国立競技場・霞ケ丘陸上競ぐ

技場で行われた“第15回ジュニアオリンピッぐ
ク陸上競技選手権大会。において、星名聡彦ぐ

くん（南中学校1年）が“ボール投・Cクラう
ス、で74m24cmを投げ、見事2位になりましう　◆12月23日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●た。

ミニバスケットボール実技講習会

　囹日時　12月2日（日）

　　午前9時受付　10時開会

磁麟難蒸i灘難縫i饗雛羅1欝鰭難聾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昨年9月より工事が進められて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いた総合体育館が、いよいよ12月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23日に竣工の運びとなりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この体育館は県下ではじめての
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本格的克雪型体育館であり、屋内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グラウンド、ランニングコースな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どが常設され、年間を通して活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ができるようになります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市内の体育・スポーツ人口も年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々増加し、体育施設も手狭になり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つつありましたが、今後は活動の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中核施設としての活用が期待され

竣工記念試合　競痴概要（鉄筋．．クリ、ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　？一部鉄骨造3階建）
一第18回バスケットボール　　　　　ゥ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　〈1階〉　屋内運動場（野球、陸
　日本リーグ（女子）十日町市大会一？上、サ、ノヵ＿、ゲ＿トボ＿ルほか）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　トレーニング室　親子幼児健康室　　　　　　　◆試合開始：正午

第1試合

第2試合

三井生命‘東　　芝

第一・勧銀一シャンソン

ウ◆入場券（前売り）

　　一　般　　1，500円　　高校生

　　中学生　　　500円　　小学生

ウ◆販売所　市民体育館　市体育課
？【お願い】

屋外体育施設は11月中に閉場します。？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
なお、笹山球場は芝の養生のため11月蚤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5日に閉場しました。　　　　　　　？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　？

800円
300円
ほか

・会場は土足厳禁です．上履をご用意くだ？12月23日（日）午前9時30分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
さいo　　　　　　　　　　　　　　蚤　・スポーツ健康都市宣言

・駐車場に限度がありますので、自家用車　・
はご遠慮くださレ、。　　　　　　　　？　・タイムカプセル埋蔵ほか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　？

◇第18回市民スポーツ大会結果◇
種　目 種別（参磁） 1　　位 種　目 種別（痴姦） 1　　位

職　場（9チーム） 消防署A　55分38秒 団体戦（5チーム） 川治小学校A

陸　　上
地　域（14チーム）

学生（6チーム）

新座B　57分47秒

十高A　55分39秒 相　　撲
個　人　5年生
　〃　　4年生

渡辺雅朗（川　治）

熊木宏（十日町）

女　子（9チーム） 十実スキー部49分21秒
〃　　3年生 柳典孝（十日町）

野　　球

チャンピオン大会（7チーム）

小学生の部（7チーム）

織　物　組　合
竹の子ファイターズ 一般無差別 村　山　寿　規

五年生以下（7チーム） ブルーファイターズ 〃　初　　段

　　鉦

中　山　　　仁

　　　　　　徹〃　’1、、　　段 沢

バスケツト 男子の部（17チーム〉 南陵　ク　ラ　ブ
中学生3　年生 上村重来（水沢）

ボール 女子の部（4チーム） 十日町クラブ 柔　　道 〃　　2　年生 川田勝彦（水沢）

一般男子A（17ペア） 湯沢一彦・樋口和之 〃　　1　年生 金沢直哉（水沢）

〃　B（6ペア） 石沢房一・庭野恭明 小学生5・6年生 山口　晋（西）

軟式庭球
一般女子A（12ペア）

　〃　B（5ペア）

柳美千代・大島弘子

滝沢明美・南雲智美
〃　　3・4年生

〃　　L・2年生

熊木　宏（十日町）

大家大介（東）
婦　　人A（13ペア） 水落静子・高橋佑子

〃　B（9ペア） 佐藤栄子・吉本しず志 小学生低学年（14名） 梧　沢　賢　司

硬式
　テニス

男子シングルス（25名〉

女子シングルス（25名）

渡　辺　淳　一
阿　部　　　　澄 剣　　道

　〃　高学年（28名）

中学生男子（22名）

金　井　正　則

星　名　　　勲
〃　女子（14名） ＿、　木　則　子

一般男子（46名） 尾　身　　　豊 高校生男子（20名） 江　村　正　樹
一般女子（27名）

シニア男子（12名）
小海由起子
石　井　　　　茂

〃　女子（16名） 宮　内　明　子

卓　　球 中二男子（36名） 田　川　貴　弘 中・高男女型個人（34名） 西　野　弘　幸
〃　女子（28名） 池　田　真　理 高学年型（25名） 入　田　里　美

中一男子（34名） 大　島　　　隆 低学年型（23名） 高　橋　　　智
〃　女子（24名） 樋　口　陽　子

9

空　　手
団体型（17チーム） 吉田小学校

排　　球 パパ・ママバレー（9チーム） 十日町クラブ 中・高男子組み手（21名） 林　　　　靖　浩

男子Aダブルス（18ペア〉 今井良彦・斉木正弘
〃女子組み手（14名） 柳　　　　悦　子

バドミントン

女子A　ll（9ペア）

男子B　〃　（22ペア）

女子B　〃　（10ペア）

男子Aシングルス（32名）

女子A　〃　（14名）

大町啓子・山岸篤美

根津岳夫・大口修一

村山まり子・出口芳子

今　井　良　彦

金沢あ　ず　さ
体　　操

中学生男子総合（40名）

　〃女子総合（44名）

一般・高校男子団体（3チーム）

　〃女子団体（2チーム）

佐藤孝幸（南中）25．75

庭野久子（十中〉2L58

一般チ　ー　ム

十　日　町高校

男子B　〃　（45名〉 田　村　孝　雄
〃男子総合個人（10名） 蔵品　　徹52．20

女子B　〃　（16名）

　　　　　晴
山　ロ　ス　ミ　エ

〃女子総舗人（7名） 小川明子31．00

ウ
蚤卓球練習室（4台常設〉ほか

ぐ　〈2階〉　アリーナ（バレーボー

蚤ル3面、バスケットボール2面、
うバドミントン10面、テニス2面）

　

ウ選手控室　ほか
　

ウ　〈3階〉　観覧席（560席）ランニ
　

ウ　ング走路（165m）　会議室　ほか
　

ウ　　　。　　　。　　　・

堂　　竣工式典

高山松寿会　麟日諾塾推、。98）

　　　謙
　私達は“会の和、健康保持。を目的として、

ゲートボールをやっています。部員20人、勝

負は二の次ですが、10月16日の高齢者ゲート

ボール大会で優勝した時は、部員一同、たい

へんな喜びようでした。今後も和を大切に健

康に心がけてがんばります。

　　　　　　　間い合わせ青年の村　中条地区公民館（852－2748〉

　　　　霧

職
　
雛

、　痢

　中条地区公民館が主催している青年講座で

す。市内各地より集まっており、毎週水曜日

に中条小で、バドミントンとバレーボールを

しています。今は11月18日に行われる十日町

青年学級と青少年ホームとのバレーボール交

流会に向け、猛練習中です。
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回圖回國国國囹田國図圏■図

～夜間の交通事故に

　　　気をつけましよう～

◎スピードはひかえめに！グ

◎飲酒運転をしない、させない〃

◎横断は安全を確かめて！！

◎反射材の活用を！グ

●歩行者、自転車乗りの交通事故防止　i

　安全の第1は運転者からよく見える

ことです。外出する際は、なるべく明

るい服装で「懐中電灯」や「反射材」を

利用し、事故にあわないようにしまし

ょう。

●タ暮れどきの交通事故防止運動実施

　中

10月中の交通事故発生状況（）58年

市町村名 件数 死者 負傷者

十日町市 14（9） O（0） 19（9）

川　西町
1（ 1） O（O） 2（1）

津南町 5（4） 1（O） 7（4）

中里村 1（2） 0（1） 1（1）

小　　計 21（16） 1（1） 29（15）

累　　計 135（152） 5（6） 173（181）

ボランティア・スクール

「ボランティア活動を

　　始めようとする人のために」

●と　き　11月17日（土）午後1時半～

●ところ　クロス10・中ホール

●講師　吉沢英子先生（わが国の第

　一人者。わかりやすく、はぎれのよい

　話はどこで

　も好評です。

■東洋大学教授、

東京ボランティ

アセンター所長。

ボランティアビ

ューローの設置　』『

を推進し、行政

と住民の協働を

主張している。

ボランティア交流会

クリスマスパーティのお誘い

●と　き　11月25日（日）午後1：30～3：30

　　　　　　（受付12：30～〉

●ところ　クロス10

●参茄対象者　障害者、市民、ボラン

　　　　　　ティア

●参加料杢ど念1，1綱当日持参

●申込方法　ハガキまたは電話で、氏

名、町名、障害の有無．送迎の有無

　などをご連絡ください。

●申込締切り　11月20日（火）

●申込先　十日町甫社会福祉協議会

　（市・福祉事務所内、費57－3111⑧

134〉

宮型霊きゅう車を導入
　9目／日から運営を開始した僑）栄和霊きゅ

う公社では、新潟運輸局に宮型車の増車申請

を行っていましたが，このほど許可され，／／月

／日から運行しています。購入価格は約／，000

万円￥利用料金は墓本額で普通車の6，300円

に対して9，100円となります。詳しくは，同

公社（費52二5／69）へ。なお．利用申し込み

はこれまでどおり市・市民生活課窓□で。

囹会　場　クロス10（本町6）

囹展示日　11月17日（土）、午前10時半～午後4時

囹即売日　11月18日（日）、午前10時～午後3時

囹展示物　職業訓練の紹介を写真、パネル、

　教材、実習作品で展示。視聴覚機器の展示、

　実演。

囹相談コーナー　職業訓練、技能検定

囹即売品目

　（金属製品）フラワースタンド、脚立、植木

　　　　　台など
　（木工製品）本箱、洋服ダンス、電話台、はし

　　　　　ごなど
　（繊維製品）緋、塩沢紬、ゆかた、スカートなど

　（その他）硯箱、銘々皿、丸盆、灯籠など

囹主　催　新潟県、雇用促進事業団、新潟県

　　　　職業能力開発協会

雇用保険の加入手続きは

　　　　お済みでしょうか

　　雇用保険は、1人以上の労働者を雇用してい

　る事業主は、加入することを義務づけられて

　います。（ただし農林水産業の一部を除く）

　加入手続きの済んでいない事業主の方は、

　早めに手続きをしてください。お近くの事業

　主団体で作っている労働保険事務組合でも手

li続きがとれます。

　　十日町公共職業安定所（暦57－2407）

・1学習翁藤作晶展懸顯売翁開催
il

l　県立月ヵ岡養護学校魚沼分校と魚沼更生園
　

，1では、つぎによ。り学習会と作品展示即売会を

一i開催します。ぜひおでかけください。

　●日時11月22日休）

　　　○魚沼更生園展示品観覧および即売

　　　　8：50～9：30、12：00～13：00

　　　0魚沼分校学習発表会

　　　　9：45～12：00
　●会場　魚沼学園体育館（北魚沼郡小出町）

「健康づくりのつどい∠

　自彊術普及会十日町支部などでは、健

康体操普及活動5周年を記念して「健康

づくりのつどい」を開催します。お誘い

あわせておいでください。

◎と　き　11月17日仕）午後0時半～4時

◎ところ　十日町市公民館

◎内　容　●記念のつどいと講演

　01　時～いっしょに体操・自彊術を

　02　時～記念のつどい

02時半～講演「婦人の健康～食と通

　　　　勤と心と～」…講師：古藤

　　　　恭生先生（津南病院長）

03時半～お楽しみくじ引き

　●成人病、特に高血圧と糖尿病の食

　事
00時半～4時　展示と栄養士による

　　　　　　　栄養相談

1
．
1，1．葭心身障害者

開設予定の　　　通所施設

・身体障害者通所授産施設・さんわ荘（仮

称）…長岡市三和1丁目4番43号、定

　員20名

・『身体障害者通所ホーム・さんわの家（仮

称）…長岡市三和1丁目4番43号、定

　員10名

・精神薄弱者通所授産施設・堀之内工芸

　（仮称）…堀之内町大字堀之内字古長

　沢、定員20名

※いずれも通所が可能な人が対象です。

　詳細については市・社会福祉事務所援

護係（智57－3111㊥133）へお問い合

　わせください。

カブスカウト隊員を募集

　ボーイスカウト十日町第1団では、カ

ブスカウトの隊員〔小学校2年生（3学

期）以上～〕を募集しています。申し込

み、問い合わせは、第1団委員長小林賢

秀さん（盈52－3123）へ。

・鰯罎嚢熊譲欝i

聯 、鋤

　十日師では＼市勢全般をカラー写真

で表現した’84十日町市勢要覧を発行し

ました。本文44ページ￥統計資料編20ペ

ージの構成です。申込み・問い合わせは

市・総務課企画広報係（智57－3／／／㊥2／4）

まで。

丁□『一「Tr一一一
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市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
昭
和

六
十
年
四
月
、
保
育
所
に
入
所
を
希

望
す
る
児
童
の
受
付
を
、
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
十
一
月
十
二
日
㈲
～
十

一
月
二
十
四
日
ω
ま
で
。

入
所
資
格
　
十
日
町
市
に
住
民
登
録

し
て
あ
っ
て
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
。

保
育
所
開
設
時
問
　
午
前
七
時
三
十

分
～
午
後
六
時
ま
で
。

提
出
書
類
　
申
請
書
と
添
付
書
類
は

社
会
福
祉
事
務
所
と
各
保
育
所
に
あ

り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
市
・
社
会

福
祉
事
務
所
福
祉
係
（
費
五
七
ー
三

一
一
一
㊥
一
三
五
）
へ
。

公私
立別

施　設　名 住　所 定員

公 十日町保育所 学校町1 70

〃 鐙島保育所 南鐙坂 70

〃 高山保育所 錦町2 90

〃 川治保育所 川治上町 120

〃 下条保育所 下条本町 60

〃 十日町西保育所 下川原町 120

〃 北原保育所 北　　原 45

〃 水沢保育所 土市第2 120

私 十日町幼児園 本町西1 90

〃 北越保育園 本町6－1 90

〃 四日町保育園 四日町2 90

〃 山本愛泉保育園 山本2 90

〃 森の保育園 大黒沢東 90

〃 いずみ保育園 昭和町3 90

〃 中条保育園 中条中町 90

〃 慈光保育園 北新田1 90

降雪前のくみ取りは
お早めに〃一衛生施設組舎

　毎年降雪前になると、くみ取りの申し込みが

殺到します。清掃業者の搬入能力や衛生センタ

ーの処理能力にも限度があります。この時期の

搬入量は平常の2倍以上になり’、処理能力の30

％のオーバー処理をしなければなりません。

　降雪前のくみ取りは申込順と降雪時の道路事

情をもとに町内計画収集を行いますので、申し

込み後、多少の遅れもありますが、ご理解をお

願いします。なお、くみ取りの邪魔になるよう

な物をくみ取口近くにおかないように、便槽内

には物を捨てないようにしてください。

　くみ取りの申込みは、するがや清掃社（盈52

－2618〉、津南清掃社（智52－3707）、下条清掃

社（奮55－2046）、川西清掃社（費68－3155）へ。

入
所
選
考
　
申
請
書
類
、
面
接
に
よ

っ
て
行
い
保
育
に
欠
け
る
度
合
で

入
所
決
定
し
ま
す
の
で
、
施
設
定
員

を
超
え
て
入
所
申
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、
希
望
す
る
施
設
に
入
所
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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〇
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熊
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）
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八
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▼
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月
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日
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四
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冬期間の月ぎめ有料

駐車希望者を募集中羅塗

　今冬から、クロス10の駐車場（消雪パイプ

完備、無雪）を、冬期間のみ月ぎめ有料駐車

場として、次の条件で一般の方に利用してい

ただくことになりました。ご希望の方は申し

込んでください。

囹契約の期間　昭和59年12月1日～昭和60年

　3月31日までの4ヵ月間。ただし、雪まつ

　り（2月9・10・11日〉を除きます。

囹駐車料金　4ヵ月2万円（月5，000円）

囹駐車予定台数　50台

囹申込み場所　十日町地域地場産業振興セン

　ター（本町6丁目、盈57－2323）
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目
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後
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時
　
稲
荷
町
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丁
目
、
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荷

町
三
本
通
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、
稲
荷
町
三
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丸
山

町
、
本
町
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丁
目
二
、
昭
和
町
四
丁

目
、
旭
町
の
各
一
部
、
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荷
町
二
丁

目
、
稲
荷
町
三
南
の
全
部
　
▼
十
一

月
二
十
八
日
㈱
　
午
前
八
時
～
正
午

高
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第
一
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部
、
北
鐙
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三
、
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の
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部
　
▼
十
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月
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十
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日
㈲
　
午
前
八
時
～
十
一
時
半
　
中

村
の
一
部
、
六
箇
山
谷
、
麻
畑
、
田

麦
、
ニ
ツ
屋
の
全
部
　
▼
十
一
月
二

十
九
日
㈲
　
午
後
一
時
～
四
時
　
野

中
、
当
間
、
鍬
柄
沢
、
塩
ノ
又
の
全

部　
　
　
　
　
　
　
、
昏

審
ヒ
が
2
　
齢

o
雪
国
の
あ
す
を
き
り
拓
く
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
全
国
雪
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
克
雪
利
雪
技
術
博
」
は
大
成

功
裏
に
終
了
し
、
そ
の
成
果
を
も
っ

て
、
国
に
対
し
て
克
雪
対
策
の
推
進

を
強
力
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
は
、
十
月

二
十
七
・
二
十
八
日
の
第
四
回
克
雪

フ
ェ
ア
に
、
こ
れ
ま
で
を
は
る
か
に

上
ま
わ
る
市
民
の
参
加
が
あ
っ
た
こ

と
で
す
。
そ
こ
に
は
、
フ
ェ
ア
の
定

着
と
と
も
に
、
冬
に
向
か
う
に
あ
た

っ
て
の
、
市
民
み
ん
な
の
心
が
ま
え

が
結
集
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

■市勢／世帯数12，374／推計人ロ…48，144人（男23，569人・女24，575人）※基本台帳人口48，663人（11月1日現在）


